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中国都市集合住宅に おける 「空巣家庭」

　　　　　　　　　　住空間の 住様式上 の検討

の 生活様態 と
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　We 　have　studied 　KARANOSU 　families　or 　elderl ｝
・families　to　clarify 　their　liVing　patterns．　orientation

of　dweH［ng 　style 　and 　discontent　 with 　housing．　The　results 　of　Dur 　study 　are 　as 　follows：1）As　to　how

they 　 spend 　their　holidays　 as 　 well 　 as 　weekdays ，　thetr　iiving　behavior　is　multifarious ；doing　housework ，

pursuing　their　interest，　participatingin　community 　ac 口vities ，　reunion 　with 　children ，　and 　so 　on ．　The 　re −

UIliOn 　With 　their 　Children 　mOStly 　takeS　plaCeS　On 　holiday，　alld　it　iS　Safe　tO　State 　that　the　elderly 　pOSi−

tively　communicate 　with 　their　children ，2）As　to　living　oricntation，　most 　eldcrly　families　have　no 　plan

to　live　whh ［heir　children．　Most 　elderly 　would 　hope 　to　be 　cared 　for　at　h 〔〕【ne 　sh 〔旧 ld　circumstances 　coln −

pe［them 　to　be　taken 　care 　of 　on 　account 　 of 　their　health　or 　other 　reasons ．3）The 　place 　they　are 　most 　dis−

contented 　with 　isしhe　bathroom，　the　reasoD 　being　that　it　is　r】〔｝t　spacious 　enough ，　that　it　is　slipPery ，　that
it　is　no し abounding 　in　sunshine ，　and 　that　it　is　poorly　ventilated ．
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1．緒　 　言

　儒 教
’ 1

文化 の ［11国 で は，『論語 ・里仁」 に 「父母在

世児不遠行」（「父母在せ ば，遠 く遊ばず」）とあるよ

う に ，親 を大 切 に し，「四 世 同 堂 」
’！

が 理 想的 な 家族像

とされてきた．しか し，近年，住宅 商品化政策，戸籍

緩和政策な どの 経済改革が 進 む につ れ．核家族 が 増え，

了
一
世代 と別居す る高齢者世帯が 増 えつ つ あ る ．こ の よ

うな子供と別居 して い る老人夫婦 の みの 高齢者世帯や

’ ／
儒 教 と は 中 国 春 秋 時 代の 学 者 ，思 想 家 で あ る 孔子 を

　 祖 とす る 教学で あ り，その 教 えの 内容 は現在で も中

　 国 の 中学校お よ び高等学校で 教 え ら れ て い る ．
’t

「四世 同堂 」 と は ，四世代 同店 の こ と で あ る．

単身の 高齢者世帯 を 指 して
， 中国 で も子供が 巣 を 立 っ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 か ワの r

て 空 に な っ た と い う意味 か ら，「空巣家庭」
” 1

と称 して

い る，中国老齢委員会の 統計に よれ ば，2002年に

「空 巣 家 庭 」 は 高齢者 の い る 世 帯 の 3 分 の 1 を 占 め る

が，2005年には，「空巣家庭」は高齢者世帯の 2分の

1 以 上 を 占 め，高齢者世帯 の 主 要な形 に な る と 予測 さ

れ て い る．また，1978年か ら実施 さ れた 「
一

人 っ 子

政策」 は 20年 を経 て ，今後，一
人 っ 子世代が次 々 と

’：

「空 巣家 庭」 とは，日 本で い う犯罪 の 「空 き巣 ね ら い 」

　 の 意味 で は ない ．また 育児を終えた 中年夫婦 だ け の

　 「空 の 巣」 と もニ ュ ア ン ス が や や 異な る．高齢者 だ け

　 の 家 庭 を指 す
1

．
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婚期 を迎 え る こ と に よ り，「空巣家庭 」の 増加は さ ら

に進行する こ と が予測 され る．高齢化対策に お い て

「家庭扶養」
＊4

を基本 と す る 中国 で は，「空巣家庭」の

増加は今後 の 高齢化社会 に おけ る 最も大きな 問題 となっ

て い る．

　 こ の よ う に ，急速 に 増えつ つ あ る 「空 巣 家 庭 」 の 高

齢者の 主な養老方式
＊ 5

として，中国老齢科学研究セ ン

ター
の 専門家 は，在宅 を基本 と して 「社 区」

＊b
（コ ミ ュ

ニ テ ィ）に頼る とい う方式で あ る と提言 し て い る．社

区 で は 高齢者 に 対応 した 生活支援が 課題 とな る と と も

に，「空巣家庭」の 高齢者が 自立 し安心 して 暮 らす た

め に ，安全な住環境 を整 え る こ とが 重 要 な 課題 に な っ

て い る ，そ の 課題 に 応えて ，最近各 「社 区」 や 住宅建

設会社 は，団地内で 高齢者の ため に茶室，趣味室，ス

ポ
ー

ツ な ど の 施設 を提供す る な ど，ソ フ ト面 の 積極的

な整備を進め て い る．しか し，安全か つ 快適な生活を

支 え る住宅の 供給 と い うハ
ー

ド面 で は ，そ の 配慮は 全

くされ て い ない の が実情で ある，

　本研 究 で は 「空巣家庭」の 生活様態，居住志向，及

び 住戸 に対す る 不満点 を明 らか に し，今後 の 中国の 高

齢化社会 にお い て T 都市集合住宅に おけ る 「空巣家庭」

に対応す る住空間の あり方を示唆す る こ とが 目的で あ

る，

　2．研究方法

　（1） 既往研究

　中国都市における在 宅高齢者を対象とす る最近の既

往研究の 中で ，高齢者 と 了，孫 との 関係 を中心 に した

支え合い 居住は，人的，空間的条件 の 微妙な バ ラ ン ス

の 上 に 成立 して い る こ とを明 らか に した，藤田 ら の

「中国 の 都市高齢者 世帯に おけ る支え合 い 居住 に 関す

る研 究」
2

がある，また在宅 高齢者の 基本的な 生 活像

暢

「中 華 人 民 共 和 国老 年 権益 保 障法」で は 高齢 者 の 扶 養

　は 主 に 「家 庭 扶養」 と規定 され て い る，その 内容 は

　経済面 だ けで は なく，親の 介護問 題 も含 ん で い る．
tS

養老 方式 とは ，老後 の 居 住 場 所，過 ご し方 を指 して

　 い る ．
申6

「社 区 」 とは community の 中国語訳 で あ り，一
定 の

　 区 域 に 住 む人 々 に よ っ て 構成 さ れ る 杜会生 活の 共 同

　体と定義され て い る，欧米の 「コ ミ ュ ニ テ ィ」は，
　

一・
般 に，共 通 の 利 益 あ る い は 共 通 の 文 化 や 宗 教，信

　仰 を持つ 人 々 に よ っ て構成 さ れ，民衆 の 参加 と 自治

　を重視 して い る，こ れ に 対 し，中 国 の 「社 区」 は政

　府街道弁 事 処 と住 民 委員 会 が 作 っ た もの で あ る ．住

　民 に 対 して ，養老，医療，治安などの サ
ービス を提

　供す る もの で あ る．

を明 らか に した 研究 として，曹ら の 「天 津中層集合住

宅団地に住 む高齢者 の 生活様態 とそ の 特徴」
3 ）

が あげ

ら れ る，しか し，こ れ らの研究は 「空巣家庭」 に 着 目

した研究 で はな く，本研究の よ うに，「空巣 家庭」 の

生活様態や別居子との 居住形態及び住空間 をとりあげ

た もの は ，こ れ まで み ら れ な い ．

　 （2｝ 調査対象地の選定

　 人 口 高齢化，子世帯 と別 居す る とい う 「空 巣家庭」

の 増加は ，北京，上 海な どの 先進都市だけ で な く，内

陸都 rtゴに お い て も進行 して い る．中国 で は ，2003年

から，従来の 人口 流通を防 ぐた め の 戸籍制度が本格的

に 廃止 さ れ，戸籍緩和制度 を 打 ち出 した．これ に より

出身地以外の都市で の 就職，永住 な ど が容易 に な り，

内陸 の若者の 上 海，広州などの 先進都市へ の 出稼 ぎや

就職が 増加 しつ つ ある，こ の ような こ とか ら，近 い 将

来に先進都市 よ り内陸 の 方に，「空巣家庭」の割合が

増 加して い くで あろ う，

　 そ こ で ，本研究の調査対象地と し て ，内陸都市で

「空巣家庭」 の 増 加 の み られる 四 川省成都有を選定 し

た ．成都市 は ，中 国 の 西 南 に位 置 し，面 積 12，390m2 ，

人 口 は 2001年の 統計時点で 約 1，009万 人 で ある
’11 ．

60 歳以 L の 人 凵 は全人 口 の 17．5％ を占 め ，内陸都市

で は 人 口 高齢化が か な り進行 し て い る 都市 で あ る
5．．

　（3｝ 調査方法

　本研究で は ，「空巣家庭 」 の 生活様態 や 居住 志向 の

動 向を探 る た め に
， 調査対象世帯は，夫婦 の い ず れ か

が 60 歳以 上 の 「空巣家庭」 を中心 と し，まもな く高

齢期を迎 え る ，50 歳代 の 「空巣家庭 」 予備軍 まで を

含 め た ，後者 は 年齢が少 し若 い もの の ，すで に子供が

独立 した 夫婦，あるい は単身世帯とな り 「空巣家庭」

状況 に あ る た め ，本研究 の 対象に含め て い る，な お，

分析 は 基本的 に 60 歳未満 を含め て
・
括 し て行 っ て い

るが，年齢別に み た場合に結果に違い が み られ る場合

は 60歳未満 を分 けて 示 して い る ．

　調査方法は，成都市にある 9 団地の居住者の うち，

団地 内 の 活動室，茶館 ，交流室 で活動し て い る既婚子

と別居す る世帯 を選定し，質問紙調査 を行 っ た ．質問

紙 の 記入 は 原則 と して夫婦の どち ら か 一
方 に依頼 した

が，視力が不十分な回答者や ，字を完全 に読めな い 回

答者 に 対 して，ヒ ア リ ン グ に よ り，調査員 が 質問紙 に

記入 した．さら に，詳 しく住み 方を把握する た め に，

質問紙調査 の 対象か ら．近年に多 く建設 さ れ た住戸 タ

イプを抽出 し，写真，ヒ ア リ ン グ に よ り，8 例 の 事例

調査を併せ て行 っ た ，

68 （198）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan society of Home Economics

NII-Electronic Library Service

Japan 　sooiety 　of 　Home 　Eoonomios

中国 都市集合住宅 にお け る 「空 巣家庭 」の 生活様態 と住空間の 住様式上 の 検討

表 1，回答者 の 概 要

性別

男性 　女性 　4朋 計

一 一
60歳　　　60

〜65歳　@65 〜70 歳　　　70
　　　　　　　 　　　　　 　 　

明 未 満　　未満　　　未 満 　
以十

’三卩 55．6　　42．4 　　2．O　　　IDO．0203 ） 33．0 　30． 521 ．2 　　　12．8　　2．5　100
0（ 203 ）

P 位：％（N ＞ 表 2 ，

査対 象住 戸 の 概

　　 住戸タ イプ

ｺ2 庁2 衛　 13 ．8
室2 庁1 衛　 26 ．1
室2 庁2 衛　　 7．9
室2 庁1 衛　30 ．O
室2 庁1 衛　　 3．9
1 室 1 庁 1 衛 　6，9
そ の 他 　 　 　 9．・

不 明 　 　 　 　
DO 　　延べ 床面積

  未
満

　　　　22 ．76
`80   未満　 　 27 ．5

〜100 未 満　22．210Qn
ﾈll 　　　 　　 　26

6 明　　　　
　2．0

v ○ の Ieo

0 （ 203） 計 　　 100 ． O （  　

C203

　　平均述べ床面積 83 ． 9   単位 ：％ 　調査時期は

質 問紙 調査は 2003 年 12 月下旬 〜 2004 年 1 月

旬，事 例 調 査 は 2004 年1 月上旬で ある，調 査状況

つい ては， 250 世 帯に 調 査票を配 布 し，203 票

有効サ ン プル 数を 得 た ．回収

は8L2 ％で ある．

回 答者の概 要を表 1 に 示す

　 3，結果及び考察

@1 ： 1 ） 調 査 対 象 の概 要 　1 ＞ 調査 対 象 住 宅の

要 　近年中国 に お い て ，入居 者を 高 齢者世帯に 限定

た 老年住 宅，老 人 マ ンションが建設 さ れ るよ うに

っ た ． し か し成都では，この よ うな集合住
宅はこれまで建設

れなかったため ，
調査対象住宅は1992 　一 一　2

1 年 に ， 住 宅 開 発 会 桂 が 一 般庶民向け に 建設し た

品 房 （凵本 のいわ ゆる 分譲
マン

ション ）と した． 住

タイプ は 表 2 に示すよう に，2 室2 庁 1衛寧7 と

ｺ2 庁1 衛 と い う平面が多 い ． な お， 対 象とし た

合 住宅 9 団 地
の
う

ち ，6 階 建 て が 3

所，7階建て6 ヵ所で あ り，

ず れもエレ ベ ータ ーは 設置 されていない， 　

j
　 調 査対象世 帯 の概要 　調 査対 象 世 帯の

概
要 を表

ﾉ 示 す ． 世帯類 型 は ，夫 燭 室 とは居 室 の こと ，

と は 客庁 （リビン グ ルーム〕 ， 　 餐 庁喰事室 ）のこ
， 衛 生 間と は， バ スル ーム の 　 こ と である ， 例 え

， 2 室 2 庁 ユ 衛と

， 居 室2 室， 　客庁 1 室，餐庁 1 室 ． 衛 生 間1 室

いう住戸タ イ プ 　のこ と である ． 婦が大半 を占め

．年齢は，高齢期をひかえる60 歳 未満が夫 では24 ％

妻
で は 38 ％ を 占 める． また 「 60 〜 65 歳未満」， 「

〜70 歳未満」を合 わせた 前 期高齢 者 ＊ ’が ， 夫 では

％ ， 妻 では 44 ％である．「70 歳以 ヒ」の後期

齢 者 が，夫では 14 ％，妻で は 7 ％ である ． こ の

う に，調査対 象 世帯は 高齢者世 帯 が 多くを占 め て

る．健康 状態は，
夫
，妻ともに「健康亅 である者 が 7 割 を占

最も多い ． 子 世 帯との 別 居年数は ［5 年 以 上」が

пCi ．3 − 5
年
未 満 ． i が 3．5割を 占 め ている ．

均 子 供 人数

2 人 であ る． ま た 別 居 している 既 婚 子 と同 居経験

「． ある」の は 77 ．3 ％であり ， 多 くを 占 めて

る． 　職業の有無に つ いて は ，中国 では 経済改 革

前 ，仕 事は 分 配 制 で あり，都 市戸籍を 持つ者 に 対

て，性別 に関係な く 職 が保

さ れてきた た め ， 表 2に示 す よ う に， 「 無職 1 で

った者は，夫で は存在せず， 妻では 「 4 ．5 ％」

極 少 数 である ． 　 ま た 対象世 帯 の 経 済状況につい

は，表4 に示すよ う に，生活費は「 退 職 金」 が 6割

を 占 めて 多 い ． 中 国 で は 60 歳 で退
職
する の が 基 本

あ るが，企業体制 （国有 から株式会 社 への 転換 ）

改 革 する こ と により， それま で に退 職 を す る者も

く ， 調 査対 ． 象 世帯 に おい て も ， 60 歳未満で も

数以 L が退職 金 で生 活してい るこ と がわか る． 「

職金と 子 供の援 助 亅と いう 子 供 の 援 助 を 受けた 世

は ，年 齢 が 上 が る につれ割合が増 加する傾向 がみ

れる，70 歳 以tでは 1 退職金」と 「退職金 と子供

援 助」が ほぼ 同割 合で あ る． 住宅の 購入費につい

は， 「 自分達 が 負担」 した世帯 が7 割 弱 を占

多い．［ 子供が負担」「 自分達と

供が半分 ず つ負担」とい

子断 代 の 支援 を 受 け た 世帯は 年 齢が高 く なる と ， そ

割合が高 く なる傾 向がみられる． 　 〔 2 ）「空 巣

庭 」の生活様 態 　 1 〕　 別居子と の 居住形態

中

国 の 都 市 に お い て ， 従 来の 住 宅 分 配 制 が廃止 さ れ ，

0 年代から住 宅商品化政策が 実施され て 以 来，人 々 の

環境が著 く改

されて
き
た。 こ の よ う な 状 況に 鷲中 国 で は 前期高齢 者 は 60 歳
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表 3．調査対象世帯 の 概 要

　　 世帯類型
一
filill

一 一一
彌 　　60歳未 満

夫 の み 　 　　 2．0　　 60〜65歳未満

妻 の み 　　　O．5　　 65〜70歳 未 満

不明　　　　 3．0　　 70歳以上

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 不 明

年齢

夫 妻
w w
　 夫　　 妻

24．130
．223
．614
．18
．0

38．130
．213
．96
．910
．9

健 康　　　 78．4　 77．　3
病気が ち　　13，1　 15．3
介護が 必 要　 5，0　　5，4
不 明　　 　　3．5　 2．0

言　　 100．O
（N）　　　　（203）

計

 り

100．O　 lOO．0
（199＞　　（202）

計 100．0100 ．0
（N）　　　　（199）　　（202）

別 居 年 数
職業

2

夫 妻
子供人数

3〕

1年未 満　　　9．9
1〜3年未満　 8．4
3〜5年未満　34．0
5年以 L　　 39．3
不明　　　　 8．4

管理 職

販売職

経営職
専門技術職

教職

無職

そ の 他

不 明

15550059器

L9

乳

5
α

244

30543591613854641
　

　

　

　

1
　

　

　

4

人

人

人

人

人

人

1234

▲
厂
D
ρ
0

36．538
．316
．35
．92
．50
．5

計

oo100
．0

（203）
計

○の

100．0　 100．O
（199）　　（202＞

計

 D
100．0
（203）

D 夫 の 平均年齢 ： 62，8歳，妻 の 平均年齢 ：60，1歳
2）定年退職 した 者 に 対 し て，定年退職 以 前の 職業を記入 し て もらっ た．

3）平均 子供 人 数 ：2．0人
単位 ：％

表 4．　 「空巣 家庭」 の 経済状況
一

回答者年齢別
一

全体　　 60歳未満　60〜70歳 末満　70歳以 上

生活費の 来源 （＊＊＊）

L 退職金
2．子 供 の 援助
3．ア ル バ イ ト代 で

4．退 職金 とア ル バ イ ト代

5．退 職 金 と ？供 の 援助

6．そ の 他

10004

辱齟
0

7
り白
n
コ

713

匚
」

　

　

　

　

2

8594

凸
95

00100115
　

9自
11

999788112

尸
033

6
　

　

　

　

ワ臼

∩）
00000

4404084
　

　

　

　
4^

計
QD

100，0
（203）

100．0
（67）

100．0
（le5）

100．0
（26）

住宅購入費 （＊＞

L 自分達が 全部負担　　　　　　　67．6
2，子 供 が 全部負担　　　　　　　　 8．5
3 ．白分達 と子 供が 半分ず つ 負担 　　 20．4
4．そ の 他　 　　 　　　 　　 　　 　 3．5

609FO331100

　

1

61．59
．623
．15
，8

53．815
．430
．80
．0

計

eo
100．0
（203）

100．0
（67）

100 ．0
（105）

lOO ．0
（26）

＊＊＊PくO．OOI，　＊P＜0，05 〈不 明の ぞ く〉単位 ：％ （N）

お ける ，別居子 との 居住 形態をみ る，自宅 か ら子供 の

家まで の時間距離をみ た結果 （子供が複数存在する場

合は最 も近 い 別居子に着目 した），子供が 「成都 に 住

ん で い な い 」 17％ ，「歩 い て 20 分以内 の 団地 に 住 む 」

15％ ，「同 じ団地 に 住 む」14％，「自転車 で 30分以 内

の団地に住む」13％な どであ り，別居子 との居住形態

が多様化 して い る こ とが 確認 さ れ る．さ らに，こ の 別

居子と親世帯との時間距離に よっ て 「同じ団地に住む」

場合を 「近近居」，「徒歩 10〜20 分以内 の 団地 に 住 む 」

を 「近居」， 「自転車で 20〜30分以 内 の 団地 に住む」

を 「遠居」，「車 で 30分以上 の 団地 に 住 む 」 「成都に住

ん で い な い 」を 「遠遠居」 に分類し た．回答者の年齢

別 （図 1） にみる と，60歳未満 で は遠 々 居 が 5割，遠

居が 2割と親子が遠 く離れ て 生活して い る の に対し．

親 世代 の 年齢が上が る に つ れ 近居 の 占め る 割合 が 増加

し，遠遠居が少な くなる．こ の ように ， 親世代 が比較

70 （200）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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的若 く健康で あ る 間 は 親子が 離れ て 生 活す る割合 が 高

い が，親世代が よ り高齢 に な る と親子が比較的近 い と

こ ろ に 居住す る傾向が み ら れ る．

　2） 別居 の 契機

　子供 と別居 した契機 は 〔表 5）， 「子供 の 結婚」，「子

供 の 他 の 都市 で の 就職 1，「子供 の 留学」 な ど 多様 な理

由があるが，とりわ け多 くあげられた の は 「子供の 結

婚」で あ る．と くに 60〜70 歳未満 ，70 歳以 上で は

「子供の 結婚」が 理由 で子 と別居 した世帯がそ れ ぞれ

72％，87％ で あ り，他の 理由と比較し て 多い ．60歳

未満 で は，1子供 の結婚」に つ い で 「子供 の 他 の 都市

で の 就職」が 32％，「F供 の 留学」が 11％ と他 の 年代

全体

60歳 未満

■ ［ ＝ コ ：＝：［：：＝コ幽

14，1　　　 29．322 ．T 33、9

14．9　　］6・4　　　19・4 ！9，3

〔67〕

6D − ・嗾 未満 ■匯 蘯 蘯 ：＝ 工＝ コ
（1 

7［1歳 以 L1

  ．H　　 33・3　　　　 27・5　　　　28．1

■ ■■隱 羅 ［工：］〔・ ・6）

　 26 　9　　　　　　　　46．2　　　　　　1L5 　⊥5　4

　 　 　 　 　 く不明の ぞ ○ 　 　単位 ；覧 （N）

　　　　　　　　　 κ

2
検定 ．＊ホドく0．Ol

　 ■ 近 近 居 　 ロ 近 居 　 囗 遠 居 　 昌 遠遠 居

図 1．別居子 との 居住形態一
回答者の 年齢別

一

に 比較す る とそ の割合が 高い 傾向が み ら れ る．戸 籍緩

和制度に よ り就職地域 が拡大 した こ とや ，大学入学以

前 か ら海外留学 をする 傾向に あ る こ とが こ の背景に あ

る．こ の ように中年層に お い て す で に 「空巣家庭」化

が 始 まっ て い る 動向が 把握され る ，

　 さ ら に 別居子 と の 居住形態別 に み る と，「近近居」

「近居」 をは じめ 「遠居」 まで の 比較的近 い 距離で は

「子 供 の 結婚」 とい う理 由が約 8割 を占め多 い こ とか

ら，結婚を機に独立す る場合 に は親世帯 の 近 くに住 む

傾向がある，また子供が住宅を購入して親世帯か ら独

立す る 場合 に，親世帯 に 近 い とこ ろ で 住宅 を購入す る

傾向が み ら れ る，こ れ に 対 し 「遠遠居」 の 場合，「子

供の他の都市で の就職」が 「F供の結婚」と同程度に

多 くを占め，遠い 地域 で 就職す る こ とに よ り，親子が

遠 く離れ て 生活す る に 至 っ た こ とが わ か る．

　3）　生活様態の特徴

　 i〕子世帯との 交流 （会う頻度）

　子供と会う頻度は （図 2），全体 とし て ，「休日に会

う」が 6 割弱で あり，最も多い ，「空 巣家庭」の高齢

者世帯 は 子世帯 と 積極的 に 交流 して い る こ とが うか が

え る．

　別居子との居住形態別 に みる と，「近近居」の 場合，

「毎 日会う」が 6 割弱 で あ り最 も多 く，子世帯 との 交

流 は 頻 繁 で あ る こ と が わ か る ．一
方，「近居 」と 「遠

居」の場合では 「休日に会 う」が 6割で あり，「毎日

表 5，別居 の 契機
一

回答者 の 年齢別，別居子 との 居住形態別
一

年齢別 居住形態別 ゼ検定

別 居 の 契1幾 　　　 6Q歳　　60 〜70 　70歳
全体

　 　 　 未満 　歳未 満 　以 上

N＝03　　＝
’
7　　＝　

尸
近 近 居

．
近 居 　遠居 遠遠居

N＝　 　　＝一　 　 ＝

　 　 　 　 　居住
　 　 年齢
　 　 　 　 　形 態＝｝7

1，子 が 結 婚 した か ら

2．子 が 他の 都 市で 就

　職 した か ら

3．了が 留学 した か ら

4，自分達が住宅 を購

　 入 した か ら

5．子 が住 宅 を購入 し

　 た か ら

6．子 が 配 偶 者
．
の 親 と

　 同暑 したか ら

7．孫 が 幼 稚 園 に 入 っ

　 た か ら

8．で主宅 力X
’
狭 く，　一緒

　 に住 め ない

9．了に 自立 を させ た

　 い か ら

IO．そ の 他

66．8　　5Q．8

27，0 　 32，372

．8　　8了．0　　　79．2　　78．9　　80．0　　42．4　　　＊＊ 　　＊＊＊

25．2 　 17．4 　 20．8 　1Q．5 　20．　Q 　47．0

8．7 　 10．8 　 　7．8 　　4．3 　 　／2，5 　 5．3 　 6．7 　10．6

8．2　　　3．1　　12、6　　　4、34 ．2　　7．0　　11．1　　 9．1

＊＊＊

28．1　　21，5　　27，2　　52，2　　 25，0　 43，9　 35．6　 12、1　　　＊　　＊＊＊

10．2 　 10，8 　　7、8 　 17，4 　　 8．3 　10．5 　 6．7 　12．1

8．7　　　7．7　　　5，8　　26，l　　　l2，5　　19．3　　　2．2　　　3，0　　　 ＊ 　　　＊＊

20．4　　12．3　　23．3　　30，4　　　20，8　　3B，6　　20．0　　4．5

17，9 　 23．1　 14、6 　 21．7 　　16．7　 19，3 　17．8 　18．2

5．6　　　9．2　　　4．9　　　0．0　　　　4．2　　　ユ．8　　 0．0　　13．6

＊＊＊

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＊＊

　　　　 単位 ：％ ［複数回 答］　 （不 明の ぞ く＞

xL
’
検定 ；＊＊＊P＜  ．  Ol，＊＊P＜O．　el，＊ P〈 0．05

〔201） 71
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会 う」は 1割程度で あ る．また 「遠遠居」の 場合は，

「休 日 に 会 う」 が 5，5 割を占め る もの の ，「ほ と ん ど 会

わな い 」が 3割を超 え，「近近居」「近居」「遠居」 よ

りかなり多くな っ て い る．こ の ように，別居子 との 時

間距離が，遠距離化す る の に伴 い ，別居子 との 交流頻

度は低くなる傾向があり，別居子との居住形態別に相

全 体 　 ■【：軅 靉翻 （2・3）
　 　 　 15，5　　12．0　　　54．5　　　　　　　　　16．5　1．5

近 近居 ■■■■■圍 （28）
　 　 　 　 57．7　　　　　　　　　　 11．5　　　23．1　　7　7

近居 　 ■［ 三蠶 幽 58＞
　 　 　 且3．8　　15，5　　　63．8　　　　　　　　　　6，9

遠居 　 ■［：wwwwwwwa （45）

　 　 　 11、113 ．3　　　 64．5 　　　　 8．92 ．2
髄 居 ［］uava 靉騷翻］（67）

　　　 1．57．5　　　　53．7　　　　　　34・3　　3，0

　　　i雛菰灘 論。el

　　　 囗 そ の 他

図 2．子供 と会 う頻度
一

別居子との 居住形態別
一

違 が み ら れ る．

　 li＞ 日常行為 （昼間 の 過 ご し方）

　「空巣家庭」 の 日常生活行為 （昼 間 の 過 ご し方〉 を

平 日と休日に分け て 整理 した もの が表 6である，

　まず，平 日 の 過 ご し方 をみ る と，全体 で は，多くの

者が 「家事をする」，「ス ポーツ をする」，「麻雀をす る」，

「趣味を楽しむ」，「親戚との付 き合い 」，「孫の 面倒 を

み る」，「近所 との 付 き合 い 」，「社 区活動 に参加す る」

などであ り，生活行動の多様さが うかがえ る．

　平 日の 過 ご し方を別居子 との 居住形態別に み る と，

「近近居」，「近居」の 場合，「子供の 家事 を手伝う」，

「孫 の 面倒をみ る」と い っ た 子 世 帯へ の 家事援助 をす

る者が多い の に 対 し，「遠 遠居」 の 場合 は ，家事 をの

ぞ くと 「趣味 を楽 しむ」，「ス ポー
ツ をす る 」 な ど 自身

の 楽しみ ご とを して 過 ご す者が多い 傾向がみ られる．

　休 日の 昼 の 過 ご し方 に つ い て は，「家事をす る」，

「親 戚 と の 付 き合 い 」「子 供 家族 との 団 らん 」 「ス ポ ー

ツ をする」など，平日と同様に行動の多様さが うかが

え る が ，子供 と の か か わ り項目 の 中 で ，「孫 の 面倒 を

み る」，「子供の 家事を手伝う」 とい っ た子世帯の 家事

表 6，昼間 の 過 ご し方一別居子 との 居住形態別
一

居　 v．
過 ご し方 全 体　　近近居　 近居

N＝ 203　　　（N＝28）　　　（N＝58） （灘）璽鸛）
瀕 定

　平 日

1．子 供 の 家事 を 手伝 う

2，孫の 面倒 をみ る

3．親戚 との 付き合 い

4．近 所 と の 付き合 い

5．趣味を楽しむ

6．老 年大 学に 通 う

7．社 区活動 に参加す る

8．ス ポー
ツ をする

9．家事 を す る

10．麻雀を す る

11．ア ル バ イ トをす る

12．そ の 他

　休 日

L 子 供家族 と の 麻雀

2．子 供家族 との 団 らん

3．孫 の 面倒 をみ る

4．子 供家族 との 郊外旅行

5．子 供 の 家事を手 伝 う

6．親戚 との 付き合い

7．近所 との 付き合い

8．ス ポー
ツ を する

9．家事 を す る

10．夫婦の 郊外旅行

ll．ア ル バ イ トを す る

12．そ の 他

9．918
，833
．227
．73L214

．932
．248
．077
．738
．112
．45
．9

14．630
，719
．62D
．112
，635
．723
．121
．163
．339
．73
．54
．0

133058695481133784911441133311258411

22 ，237
．033
．329
．614
．837
．040
，725
．951
，929
．67
．40
．0

22，422
．436
．227
．622
．48
．632
，S43
．172
．441
．412
．13
．4

15，838
．626
．319
．329
．826
．321
，ll7
，554
．440
．43
．53
．5

6，724
，435
．622
，233
．320
．028
．937
．880
．044
，411
．14
．4

8783728003207673627003201413

　

41263

1．57
．528
．428
．443
．316
．435
．859
．779
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i．．2食 と も家
．
C°食∫虫 る

2．三 食 とも外食

3．夕食 は家 で 食 べ る

4．朝 食だ け外食

5．夕 食だ け外食

6．朝食 だ［t家 で食 べ る

7，昼 食 だCナ外食

不 明

％

L 配 偶 肴 と
一
緒 に 食べ る

2．自 分
一・人 で 食 べ る

3．孫 と
一

緒に食 べ る

4．臼共家族 と
一
緒 に 食 ぺ る

5．近 所 の友 達 と　緒に 食 べ る

6、そ の 他

d・明

図 4，食事 の 相手

％

図 3，食事場所

援助 をする者はそれほ ど多 くない ，「子供家族 との 麻

雀 L　「子供家族 との 団 らん 」「子供家族 との 郊外旅行 1

な ど子匱帯と交流す る者が多い ．休日は 世帯間の コ ミ ュ

ニ ケ ー
シ ョ ン を深 め る 大切な時間 と促え る 者が多 い こ

とが わ か る ．

　別居子 と の 居住形態別 に み る と，「遠遠 FS一」 の 場合

は ，「孫 の 面倒をみ る」，「子供家族 との 団 ら ん」，「子

供家族との 郊外旅行」など親世帯 と子世帯が 会っ て
一

緒 に 何 か を す る 割合 は 低 く，遠 く離 れ て 生 活 して い る

こ とか ら物 理 的 に子世帯と の か か わ りを も ち に くい 状

況にある ため で ある．

　血 ）食事状況

　 まず食事場所 を み た結 果が 図 3 で あ る．平日，休 日

ともに、最も多い の は 「三食とも家で食べ る」であ り，

「三 食 と も外食」 す る 阯 帯 は 極少数 で あ る ．高齢者 の

食事場所 としては 自宅が基本である こ とがわか る．

　平 日 と休 ［ を比 べ る と，休 目の 方 に 「三 食と も家 で

食 べ る 1世帯が少 な くな り，「朝食 だ け家 で 食 べ る」

「朝食だけ外食」 の よ うに，1 日の うち，
一食か 二 食

を 外食す る 世帯 が 増 える ．こ れ は ，休 日 に 「子 供 家 族

との 団らん」や 「子供家族との 旅行」をする世帯が多

く，外 食が多 くな っ て い る で は ない か と思 わ れ る．

　次 い で ．食事 の 相手 をみ る と （図 4），平 日，休 日

と もに ，最 も多い の は 「配偶者と一
緒 に 食 べ る 」世帯

で あ る．「子供家族 と一
緒 に 食 べ る」世帯 は 平 ロで は

5％ と 少な い ．平 日 に 了
一
供 とかか わ りの ない 過 ご し方

をして い る 者が多 く，子供 家族 と一
緒 に 食事をす る 世

帯が極め て 少な い の は 当然 と考え られる．しか し，休

冂 に な る と，大半 の 世帯が 子供家族 と会 うの に も関 わ

らず，「子供家族 と一
緒 に食べ る 」 の が 24％ で あ り，

それ ほ ど多くな い ，子置帯に 会うと必ず食事をす る わ

け で は な い こ とが わ か る．こ の よ う に，大家族 が と も

に 食事をする とい う伝統慣習
’LI

が 薄 ら ぎつ つ ある こ と

が うか が え る ，

　別居 f との 居住形態別 にみる と，「子供家族 と
一

緒

に 食べ る 」世帯 が ，平 日 に 「近居」「遠居」「遠遠居 亅

の 場合 に は，それぞれ 5，2％ ，O．O％ ，1．5％ で あ る の

に 対 し，「近近居」 の 場合 に は ，22．2％ で あ り，多く

占め る．休 日 に は，「子供家族 と
・
緒 に 食べ る」世帯

が ，「近近居」 の 場合 に は 3．5％ ．「近居」 の 場 合 に は

3％ ，「遠居」 の 場 合には 2．5％ ，1遠遠居」 の 場合 に

は 1％ で あ る ．近年，成都で は ，親と 別居距離 が 近 い

子世帯 の 多 くは，休 日に し か 炊事 せ ず，平 日 の 食事 は

親 の 家 で 済 ませ る，休 日の 食事 は 自宅で す る と い う新

し い 親子の 接 し方が 反映さ れ て い る結果 とい えよう．

　 c311居住志 向

　「空巣家庭」 の 居住志向を，1〕今後別居 子 と 同居す

る 予定の 有無，2）介護が 必要に な っ た ときに 過 ご し

た い 場所 と い う 2 つ の 側 面 か ら 考察す る ．

　1）　別居子 と同居する予定の 有無

　同居の 予定 が あ る 者 と，ない 者 は 半々 で あ る ，

　別居子と の 居住形態別に みる （表 7） と，「近近居」

の 場合 に は．別居子 と同居す る 予定がな い 者が 2 割 で

あ り少 な い が ，「近 居」 「遠 居 」「遠 遠 居」 い ず れ の 場

合も5 割であ り多くを占め て い る．

　 さら に 子供 の 人数別 に み る と，子供 と同 居す る 予

定が あ る と回 答 した者は，子供 が 「1人」の 世帯で は

39．2％，「2 人」51．9％ ，「3 人」で は 63．3％ ，「4 人 〜

6 人」 で は 77．8％ で あ る，子供 の 人数が多い ほ ど壬供

と同居す る 予定 の あ る 者が多く，子供の 入数が 1 人の

世帯 で は その 予定があ る者が最 も少な い こ とが明らか

に な っ た，

’　”／
中 国 で は 「核家族」は 「小家庭」とも称し，子供 が

　結 婚 し て か ら，「親 世 帯 」 と 「T一世 帯 」 を あ わ せ て

　「大 家 族 」 と称す．成 都で は 親子別居す る場合，休 日

　 に 親の 元 に 帰 っ て
一

緒 に 食事す る とい う慣習が 存在

　 した．
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表 7，子世帯 との 同居予定 の 有無一
別居子 との 居住形態別，子供人数別一

予 定の 有無
全体　　　別 居 子 との 居住形 態別

N＝203　　N＝28　　　N＝58　　 N＝45　　　N＝67
近 近 居　近居　　遠 居　遠 遠 居　X

：

　　 1人　　2人　　3人　 4〜6人　 X2

る

い

あ

な

48．7 　 19．2
51．3 　 80．8

　　　 子供 人数別

（N＝74） （N≡78） （N＝33） （N＝18） 検定

55．2 　 55．6 　 50，7
　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＊

44，8　　 44．4　　49，3
39．2 　 51．9 　 63．3 　 77，8
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＊

60．8　　48，1　　 36，7　　 22，2
計 100．0　 100．O　 lOO．0　 100．　O　 l〔｝0．0 正OO．0　 100．　O　 lOO，　O　 lOO，0

X2 検 定 ： ＊ P く O．　05 単位 ：％　 〈不 明 の ぞ く 〉

全 体　　 （203）
　 　 　 12．8　　　　52．5　　　　　13．8　　20，9
近 近 居 ■ ■■■■區 （28）

　 　 　 64．0　　　　　　　　　　　4，0　32．0
近居　■■■ ■■■［：嬲 （58）

。 。 幽 凵』曲 、45、

　 　 　 15．9 　　　59．l　 　 l3．6 　　11，4
齢 居 ■ ■■ ■■匚 wa （　67）

　 　 　 16．7 　　 46．9 　　　 15．2 　2L2

　 　 　 　 ■ 施設 に入所す る

　 　 　 　 ■ 自宅 で 療養 する
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （不 明 の ぞ く〉
　 　 　 　 □ 老人 ホ

ーム に入 る
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 単位 ：％（N）
　 　 　 　 国 子 供 と 同居 す る

図 5．自身に介護 を必要 と する場合 に 過 ご した い 場所

　　
一

別居子 と の 居住形態別
一

　以上 の こ とか ら， 別居子 との 居住距離が遠距離化し

て い る こ とや，「一人 っ 子政策」 の 影響で ，子供 と同

居 し な い 高齢者世帯 が 増 え て い く と推 測 で き よ う，

「空巣家庭」に対応 した住宅 の 建設の必要性が確認さ

れ よう．

　2＞　介護が 必要に な っ た ときに 過 ご し た い 場所

　自身が病気に な り，長期療養を必要とする場合の ，

希望 の介護場所に つ い て尋ね た結果 （図 5），どの 別

居子 との 居住形態に お い て も，「施設 に 入所する 」「老

人 ホ ーム に 入 る」 を希望する 者は少な く，多い の は

「自宅で 介護され る」で ある。自由記述 か らの そ の 理

由を み る と．「自宅 で安心」，「で きる 限 り子供 に 負担

をか け た くな い が ，施設 に 入所 した くない 」 と い っ た

内容を多 くあげて い る よ うに，住み慣れ た空間で の 自

立 を 求 め て い る こ とが わ か る．

　以上，「空巣家庭」の生活様態の特徴 と居住志向を

み た．次 に 「空巣家庭」 の 空 間の 使用状況 と不満点 を

み て い く．

　  　住戸 の使われ方

　近年，3 室 2庁 2衛，3 室 2 庁 1衛，2 室 2庁 1衛

とい う住戸 タ イ プが多 く計画 さ れ て い る，本研究の 対

象世帯もこ の ような住戸 に居住する世帯が多い （表 2

参照〉，「空巣家庭」が，居室を複数保有す る場合，居

室 を ど の よ うに利用 して い る の か ，また衛 生 間 が 2 室

あ る場合，衛生間をどの ように利用 して い る の かをみ

る ため に，質問紙調査対象 の 中 3室 2 庁 2衛 （3戸），

3 室 2庁 1衛 （2 戸 ），2 室 2 庁 1 衛 （3戸）に 居住す

る世帯 に対 し，8事例の住み方調査 を行い ，そ の居室，

衛生問の 使わ れ 方をみ る．

　ユ）　居室 の 使わ れ 方

　居室 3 室を保有する 3 室 2庁 2 衛 3 室 2 庁 1衛で

は，5事例 の 世帯 に お い て ，夫婦 が 就寝する 主寝室
’l°

以外 の 2 室 の うち，ユ室 は 夫婦の 読書空間 と して使わ

れ，もう 1室は別居子の宿泊時の 就寝空間と して使わ

れ て い る，居室 2室 を保有する 2室 2 庁 1衛 で は，夫

婦が就寝す る 主寝室以外 の 居室は，夫婦の 読書空 間と

して 設けられ る の が 1例で あ る．読書もで きる，しか

も子供が宿泊で きる ような空間として設けられ て い る

の が 2 例 で あ る ，こ れ らの 事例 をみ る と，居室が 複数

ある場合，子供が 宿泊 で きる よ うな 居室を 設け て い る

こ とが分か る．

　2）　衛生 空間 の 使 わ れ 方

　調査対象住戸 タ イ プ の衛生空間 は ，近年最 も多 く建

設 さ れ た 洗面，入 浴，用便，洗濯 とい う4 機能を 対応

させ た 空間 と して 設け られ て い る 平面 で あ る た め
， 衛

生 間 で 洗面，入浴 ，用便 を行 っ て い る ほ か，洗濯行為

も衛生 問 で 行 っ て い る の が 一
般的 で あ る が ．　 衛生間

2室 を 保有す る 3室 2庁 2衛 で は ，衛 生 空 間 と洗濯空

間 を使 い 分け る事例が 2 例み られ る．2 例 と もに 同 じ

使 い 方で ある ため ，その 1例の 詳しい 使用状況を図 6

に示 す．

　図 6 は，夫婦ともに年齢は 65歳で前期高齢者世帯

で あ る．2 つ の 衛生 問 を使 い 分け る 理 由は ，まず 1 つ

目の 公 室近 くに 設け られ た 衛生 間で は，便器，シ ャ ワ
ー

室の あ る床が 一段高 く設けられ ，段差が ある こ とに よ

’1°
主 寝 室 と は，居 室 の 中 で ，単衛 生 間平 面 の 場 合，面

　 積が 最 も広 い 部屋 を指 し，双衛 生 間平面の 場合，衛

　 生 問を付属 した部屋 の こ と を指す．
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　　　　 mm
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簓
．
　 洗 濯 物 を 干寸

1

藷

　口
　 　 　 団 らん．

口・ 客
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　 ［
く つ ろ ぎ ぽ

　 一
：厂，遍 コ
、

丶　　℃

夫婦 の

読書 室

　　、

畳

藍 子供の ＼
　 た め の 　　　，／

　 宿 場 室 　
〆

　　　　　　　1

　 　 　 　 　 　 ン ス
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引

冠　　　 乱　　　　
」

　 　 洗濯
手 を洗 う

　 　 　 　収 納

　 　 　 　 クンス

夫 婦 就寝 室

颪
澄　　 馴

　 　 ＼．
函 炊 事　．一一 ．

タ　　　　 ／

贐

　 ∠

くつ ろ ぎ

◆ 年 齢構 成 ： 夫 65 歳 　妻 65 歳

◆ 子供 人数 ： 娘 2 人

◆ 別居子 との 居住形態

　 　長 女 との 居住 形 態 ： 近 居

　　次女 との 居住 形 態 ：遠 遠 居

◆衛 生 聞 の 使 用状 況

　 　公 室近 くに 付 属 す る衛 生 間 ： 手 を 洗 う，洗 濯

　　寝 室 内 に 付 属す る衛生 問 ： 用便，入 浴，洗面

◆ そ の 使 われ 方 の 理 由

　 　公 室 近 くに 付 属 す る衛 生 間 内 に段 差 を設 け

　　られ て い る か ら，危 ない ．

3 室 2庁 2衛

図 6．衛生 問の 使 用 状 況

表 8．住戸に対 して不満の あ る場所とそ の 中最 も不満 の あ る 場所 （単数回答／複数回答）
一

住戸 タ イ プ 別
一

　全体　　 3室 2庁2衛　3室 2庁 1衛　2室 2庁 2衛 2室2庁 1衛　1 室 2庁 1衛　1 室 1庁 1衛
（124／11D 　　　　（9／10）　　　　（29 〜34）　　　　 （9／12）　　　　 （47 〆

「
49）　　　　（10〆19）　　　　（10 ！13）

　 　 　 　 　 　 SA〆MA

客 J芋　　　　　17．7／37．6
餐庁 　 　 　 5，6 ！19．9
衛生問　　45，9，

〆63．1
ハ ル ：］ニ

ー
　　　13．7，，

’
29．1

台所　　　 4，Bi
’
7．8

＊寝室 　　　　　　8．9／t7．0
書 斎　　　 2．4！

「
7．8

　 SA〆MA　　　　　SA／MA
Q，0〆40．0　　20，7！29，4
0．0〆20．0 　 0．0！14．7
55，6／60，0　　66．7〆55．9
22．2．〆60．O　　l7．2 〆26．5
Q，0 〆　0．0　　　3．4 ！　5．9
0．O／　0．0　　6．9〆

「
ll．8

22．2，〆30，0　　0．0〆 0．O

　SA ！MA　　　　　　SA 〆MA 　　　　SA！MA　　　　　S八ノMA
ll，置〆16，7　　19，1／31，1　　29，4〆57．9　　10．0／46，2
11．1！25．0　　10，6〆

厂
16．4　　　5．9〆

’
21．1　　 0．0〜23、1

S6，7tt　66．7　　40，5／49．2　　35，3〆68．4　　50，Q！76．9
11，1／33．3　　14．9／21．3　　　5．9！18．2　　ユ0．0／30．8
Q．0〆　0．0　　 6，4／　4，9　　 5．9／15，8　　L  ．0／15，4
0．0〆　0．0　　　6、4！

「
11．5　　17．6〆31．63　20．0〆30．8

0．0〆　8．3　　　2．1／　4．9　　　0．0！　5．3　　 0、O〆

「
亘5．4

注 ：SA　 も不満の あ る場 所，　 MA不満 の あ る場所 x 検 疋 ＊Pく O．05　 〈不 明の ぞ く〉単位 ：％（N）

り，入浴 した時に転 ん だ こ とが あっ た とい うこ とであ

る．衛生 問 に こ の よ う な 段差 を 設け る と危 な い と い う

苦情が 1
’i」「て い る，その ため に，公室近 くに 設けられた

衛生 問で は 洗濯，f洗 い や 洗面 に しか 使 わ な い ．用便，

入浴 は 寝室 に 付属 の 衛生間で 行 っ て い る．

　 もう 1事例 の 衛生空間 と洗濯空間を使 い 分 ける 理由

は 次 の よ うで あ る，  公室近 くに 位置す る衛生 問は

窓がな い ため ，換気扇 を使う と，音が う る さく落ち着

か な い の で ，人浴，用便 に は 使 わ な い ．  シ ャ ワ
ー

を使 うと．衛生 空間全体の 床が 濡 れ る の で ，滑る危険

が あ る ．  公室近 くに 設け ら れ た 衛 生 問の 便器 が 洋

式で な い の で 使 い に くい ，こ れ らの 理 由か ら，公室近

くに設 け ら れ た 衛生 問 は 洗濯 の 専用空間 と して 使 わ れ

て い る ，

　以 上の 事例 か ら，「空巣家庭」 向け住戸平面計画に

お い て，衛生問に段差 を設けない こ とと，衛生問と洗

濯空 間 を 別 々 に 設 け る こ とが 示唆 さ れ る，

　 151 住戸 に対 して 不満 の ある場所とその 不満点

　 1）　住戸 に 対 して 不満 の あ る場所

　 まず 「住戸 に 対 して 不 満 の あ る 場所」 （複数回答〉

をみ る と，全体 と して 「特 に な し」と回答した者が 3

割弱 で あ り，7割 の 者が住戸 に 対 して 何 らか の 不満を

持 っ て い る，

　 つ ぎに ，住戸 に 対 し不満 が あ る と 答 え た 者 に つ い て ．

そ の場所を尋ね た とこ ろ 俵 8），多くあげて い るの

は 「衛生 問」 「客庁」「バ ル コ ニ
ー

」 1寝 室 」 「餐 庁 」 と

い う順 で あ る ．そ の 中で 「最 も不満の ある場所」 とし

て ．半数弱 の 者が 「
．
衛生 間 1をあげ て い る．

　住 戸 タ イ プ 別 に み る と，「3 室 2 庁 2衛」，「3室 2 庁

1衛1，「2 室 2 庁 2衛」 の い ず れ に お い て も 3割以 上
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表 9．衛生間に 対す る 不満点

1．狭い

2．風通 しが 悪 い

3．日当 た りが 悪 い

4．衛生間か ら寝室ま で 遠 い

5．滑 りや す い

6．設備 が使 い に くい

7．そ の 他

15804

亠
30

81737Q

げ
0

4321

表 10．事例調査 か ら み た衛生 問 の 不満点一住戸 タ イ

　　　 プ別
一

不満点

（不明 の ぞく〉　［複数回答］

　　　　 単イ立　： ％　　N＝58

　　　　　 住戸型

3室 2庁2衛 3室 2庁1衛 2室2庁 1衛
（3戸 中）　 　 2戸 　 　 　 （3戸 中 ）

の 者 が 「特 に なし」 と 回答し，住戸 に 対す る満足度が

比較的高い こ とがわかる，これ は
， 事例調査で確認さ

れたよう に，こ れ らの 住戸 タイプは食居分離，食寝分

離とい っ た基本的な住 み 方が可能 で ，さら に余裕室 を

確保で きる た め，別居子と積極的 な交流 をする生活 に

対応 で きる か らと考え られる．

　また 「1室 2 庁 1衛」，「1室 1庁 工衛」に お い て ，

不満の あ る 場所と して 「寝室」 をあげ て い る 者が 2 割

を占め，ほか の住戸タイプと比 べ 多 くな っ て い る，

　2）　衛 生 問 に 対す る不満 点

　不満 の ある場所 と して最も割合の高い 「衛生間」へ

の 不満点と して 多 くあげて い る の が （表 9），「狭 い 」

とい う面積上 の 不満や 「日当 た りが 悪 い 」 とい う住環

境上 の 不満 で あ る．さらに 住戸 タ イ プ別 に み て も，そ

の 違 い は み ら れ ない ，こ れ は，前述 の よ うに，洗面，

入浴，用便，洗濯 と い う 4 つ の 機能を対応 させ て設け

て お り，また窓 の な い 衛生間が多い た め と考え られ る ．

　3） 事例か ら み た不満 の あ る場所 とそ の 不満点

　事例調査で は ，どの 住戸 タ イプ に お い て も，「住戸

に対する不満の あ る場所」（複数 回答），さらに 「最 も

不満の あ る場所」 （単数 回 答 ） と して ，「衛 生 問」 を あ

げ て い る，

　そ の 不満点と して ．（表 10），「風通 しが悪い 」 「滑 り

や す い 」 を多くあげて い る ．その 他，「窓が な い 或い

は窓 の 位置が高 い 」 と い う不満点も多い ．こ れ は，事

例 の 各住戸 タ イ プ に お い て，衛生 間 に窓が 設けられて

い る場合，そ の 高さ は，それ ぞ れ 1．5m 以 上 あ り，身

長が 低 い 高齢者 に とっ て ，窓 の 開閉時 に不便が 生 じ た

とい うこ とで ある，こ の こ とか ら，衛生間の 平面だけ

で はなく，各室の 窓の 高さな ど
， 居住者 の 身体 を考慮

し た計画が必要で ある こ とが示唆 される．

　 〔6〕 住宅 に 対す る 改善要求

　 1） 改善要求の 有無

　現住宅 に対する改善要求 の 有無 に つ い て 尋 ね た結果，

全体 として ，半数が住宅に対する改善要求が 「ある」

1．狭い

2．風 通 しが悪 い

3．日 当 た り が 悪い

4．滑 りやす い

5．住宅 の 設 備 が

　使 い に くい

6，衛生 間 か ら寝室

　 まで 遠 い

7．窓が無い 或い は

　
亠

い

●

●

●

●

・

°．

●

●●

［複数回 答 ］凡 例 ： ● 不 満点の 事例数

と回答し て い る．回答者の年齢別に み る と，「70 歳以

ヒ」の後期高齢者に お い て，改善要求がある者 の 割合

は 7 割 で あ り，多 くを占 め て い る ，

　2）　改善要求内容

　改善要求 が 「ある 」世帯の 改善要求の 内容をみ る と

（表 11＞，全体的にみる と，「衛生間に手す りをつ ける」，

「衛生 問 の ドア を引 き戸 に す る 」 とい う衛生間 に対す

る 改善要求 を合 わ せ る と 8割 と なり，圧倒的に 多い ．

衛生間が最 も改善を必要 とす る場所 と な っ て い る．

　回答者 の 年齢別 に み ると，「70 歳以 上 」 の 後期高齢

者に お い て ，「衛生 間 に手す りをつ け る」，「通報ベ ル

をつ け る」 をあげ る者が多 く，安全面 に 対す る 改善要

求が多い ，

　「住戸 内 の 段差を な くす」 とい う改善要求 をあげ る

者が 3．1％ と少ない ．こ k は，本調査に対象住宅 にお

い て 段差 をつ けた 「錯層式」とい う住戸平面 が 4．596

と 少 な い か ら で あ る．

　「共用階段に手す りをつ け る」「安全 なエ レベ ーター

をつ ける」な ど共用部分 に対する改善要求は 「60歳

未満」に お い て ご くわ ず か で あ る．一方，「6G〜65歳

未満」「65〜70 歳未満」 の 前期高齢者と，「70歳以上」

の 後期高齢者 い ず れ に お い て も，そ の 改善要求が み ら

れ る，高齢者 の た め の 安全 で 住 み や す い 住環境づ くり

に は，共用 階段におい て 手す りをつ け る こ とや，エ レ

ベ ー
タ
ー

を設置す る こ とが望ま しい ，

　4．要　　約

　本研究 で は 「空巣家庭」 の 生活様態，住空間の 使用

状況 ，及 び 住戸 に 対す る不 満点 を 明 ら か に し，今後 の

中国の 高齢化社会に お い て ，都市集合住宅における
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表 11．住戸 に対す る改善要求一
回答者の 年齢別

一

改 善要 求

1．共 用階段 に 手 す り を つ け る　　 13．7
2．安 全 な エ レ ベ ー

タ を つ け る　　 ll．6
3、衛生間 に手 す りをつ け る　　　 47．4
4．衛 生 間の ドア を 引 き戸 に す る　 29．5
5．電 気 容 量 を増や す 　　　　　　 10．5
6．通報 ベ ル をつ け る　　　　　　 3L6
7，非常出 口 を設 置す る　　　　　 11，6
8、住 戸

．
内 の 段 差 を な くす 　 　 　 　3．2

9、そ の 他 　　　　 　　　　　　　5．3

全体 覊
6°

柔齋 扉 ノ

（N＝95）　　（N＝25｝　　（N二52）　　　（N＝26）　　検定
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ＊00000000Q40

臥

4。
ワ晒
1。
2
軌

q

　

　
尸
D4121

3459585887586183531132121 68769190671

窪

757507

ユ
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1 ＊

ウ
x
一
検定 ：　 ＊P  、05 ［複 数回 答 ユ　研 く明 の ぞ く｝ 単 位：％

「空巣家庭」の 高齢者に 対応す る 住空間 の あ り方 を考

察 した，そ の 結果を以 下 に要約す る ，

　 1）　子供 と別居す る契機は 60〜70歳未満，70 歳 以

ヒで は 「子供 の 結婚」が 多い ．60 歳未満で は ，［子供

の 他 の 都 市で の 就職」 「子供 の 留学」 とい う理 由は 他

の 年代 に 比較す る と そ の 割合が高い 傾向が み ら れ る．

戸籍緩和制度 に よ り就職地域 が 拡大した こ とや ，大学

入学 以 前か ら海外留学 をす る傾 向 に あ る こ とが こ の背

景に あ る，この よ うに 中年層 「空巣家庭」化が始 まっ

て い る動向が把握 され る ．

　 2）　別居子 との 交流 に つ い て ，「近居」「遠居」「遠

遠居」 の 場 合 に は，「休 日 に 会う」 の が 最 も多 く，休

日 に子供 と積極的 に 交流 して い る世帯が 多い ．時 間距

離 で 最 も近接 して い る 1近近居」の 場 合に は ，「毎 冂

会う」の が 6割弱 で あ り、最 も頻繁な交流が み られ る，

　 3） 平 日，休 H の 昼間 に ，多 くの 高齢者 が 「家事 を

す る 」 「趣味 を楽 しむ ↓「社区 の 活動に参加す る」「’

世帯 との 団らん」など，生活行動 の 多様 さがうかがえ

る ．

　4） 食事状況につ い て，平 日，休 日ともに，三食と

も自宅で 食事を し，配偶者 と　緒 に 食 べ る 者が最 も多

い ，子供家族 と一
緒 に 食べ る 世帯は 平円 で は極め て 少

な く，休 tiで も4 分 の 1程度で あ る，休 日 に子tVr帯に

会 っ て，食事をす る と い う伝統慣習が薄れつ つ あ る こ

とが うか が える ，

　5）　希望 の 介護場所 に つ い て ，「施設 に 入所す る」

「老人 ホ ー
ム に 入る 1を希望す る者は少なく，多い の

は 「自宅 で 介護 さ れ る 」 で あ る ．自由記 述 か ら の そ の

理 由を み る と，「自宅 で 安心」，「で きる 限 り子供に負

担 をかけた くな い が，施設 に 入 所 した くない 」 と い っ

た 内各を多 くあ げて い る ように，住み慣れ た空間 で の

自立 を求め て い る こ とが わ か る．

　6） 住空間の 使 用状況 に つ い て ，チ 世帯 と積極的 に

交流 して い る世帯 が多い ため ，居室が複数ある 場合，

子供 が 宿泊で きる よ うな居室を設 け て い る．

　7） 住戸内 に お い て 不満 の あ る 場所 と して ，最 も多

くあ げ ら れ て い る の は 衛生間で あ り，約半数に 達す る．

その 不満点と して ，「狭 い 」とい う面 積 上 の 不満，「口

当た りが悪 い 」，「風通 しが 悪 い 」，「滑 りや す い 」，と

い う住環境 に対す る不満が 多い ．

　8） 住 戸 に 対 す る 最 も不満 の ある 場所 と して 「衛生

間」 で ある こ と と．自身が病気に な っ た 場合 は ，在宅

介護 を希望す る者が 多い こ とか ら．住宅に 対す る 改善

要求 と して ，「衛生間 に f’す りを つ け る 」，「衛 生 間 の

ドア を引 き戸 に す る 1 とい う衛 牛 間 に 対 す る改善要求

が 最 も高 く，衛生問が住戸 の 中で最 も改善が 必要な空

問 で あ る こ と が 確認 され る ，
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